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研究要旨 

昨年に引き続き、職域でのがん検診受診率を測定するリソースの調査を行った。特に本年度は、1）協会

健保の生活習慣予防健診で具体的ながん検診受診率（受診数／対象者数）の把握を年齢別、支部別で行っ

た。2）全衛連にて、事業所からがん検診を委託されている事業所において、検査実数調査の結果を参照す

ることで受診率が可能か検討した。基本可能であるが、現時点で外部への公開はできないとのことで、来年

度再度、調査することとした。これらの結果から、各リソースからの結果を統合して受診率を推計する必要

があると思われた。 

 

A. 研究目的 

第 4 期がん対策基本計画においては職域でのが

ん検診の実態把握と職域のがん検診に対するマニ

ュアルに準じたがん検診の実施と事後措置を求め

ている。また、がん検診の受診率の把握が求められ

ている。本分担研究では、職域のがん検診の受診率

を把握することを目的とする。 

 

B.研究方法 

本年度は、職域にてがん検診受診率を把握するリ

ソースについて検討した。 

3） 全衛連における検診結果の全数調査の依頼 

4） 協会健保における生活習慣病健診におけるが

ん検診の受診率の把握。 

適用データから受診対象者、健診結果から受診

数として受診率を年齢、性別、支部毎に摂南大

学小川俊夫教授の協力を得て 2020，2021，2022

年度の結果を算出した。 

 

C．研究結果 

1）全衛連加盟健診機関において、協力機関からが

ん検診を受託している健診機関の検査実数の報告

を用いて項目別総数についての調査結果から受診

率を算定できることから、来年度に再度全数調査

を行い受診率の把握を実施することとした。 

2）協会健保におけるがん検診受診率 

年齢、性別、支部毎におけるがん検診受診率の算出

を行った。ただし、本結果の公開は、協会健保の意

向により 2025年 5月以降ということで本報告書に

は掲載しない。 

 

D. 考察と結論 

1）全衛連の加盟健診団体からの検査項目調査を

2016 年以降、必要に応じて実施しているが、この

健診加盟団体でかつがん検診も提供している健診

機関から、具体的な検査項目の実施数から指針に

基づくがん検診の受診率を算出できる可能性があ

った。 

 一方で、毎年加盟機関毎にがん検診の実施実数

が報告されている。この結果を用いることで受診

率が算定できるが、非公開情報とのことで今回は

得ることができなかった。参考までに全数につい

ては、以下である。 

 

 
 

2）協会健保においては、支部毎に年齢、性別にて

受診率の算出が可能であった。結果公開が 2025 年

5月以降であるので、公開後に考察を検討する。 
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E. 政策提言および実務活動 

本年はなし 

 

F. 研究発表（本研究に関わるもの） 

なし 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得  

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  

なし 
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図1 全衛連加盟健診機関におけるがん検診実績推移（全数） 

 
 

 

図2 全衛連加盟健診機関におけるがん検診実績推移（がん種別） 
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